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研究成果の概要（和文）：本研究では“植物が如何にして身を守っているか”そして“病原体が如何にしてそれ
を破るか”を分子生物学的に解明する。これまでに数多くの植物免疫に関連する遺伝子や病原体のエフェクター
が単離され、動物の自然免疫との共通点や相違点が明らかになってきているが、タンパク質レベルでの分子メカ
ニズム解明にはほど遠いのが現状である。これまでに本研究室で確立したゲノム、プロテオーム、ケミカルゲノ
ミクス、そしてタンパク質構造解析基盤を駆使し、植物免疫および病原性に重要なタンパク質とその複合体の同
定、さらにその構造解析を通して植物免疫システムの解明を目指す。

研究成果の概要（英文）：This project aims to understand how plants defend themselves and how 
pathogens overcome plant immunity system in the molecular level. Identification and characterization
 of many genes involved in plant immunity and in pathogen virulence have revealed common and 
distinct factors in plant and animal immune system against pathogens. However, full understanding of
 biochemical functions of encoded proteins are not well achieved. Based on genomics, proteomics, 
chemical genomics, and strucutural analysis platform we established in the laboratory, we plan to 
purify and characterized protein complexes important for plant immunity and pathogen virulence to 
provide a unified view of how plant immunity system works.

研究分野： 農学・境界農学・応用分子細胞生物学

キーワード： 植物と微生物の相互作用　分子間相互作用　シグナル伝達　構造解析

  ３版
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１． 研究開始当初の背景 
 

植物は、動物等と同様に個々の細胞が病原体
の生体構成物質を感知して防御反応を誘導
する“自然免疫系”を発達させ、ウイルス、
細菌、カビ、線虫など多種多様な病原体に対
応している。これに対し病原体はエフェクタ
ーと呼ばれるタンパク質を宿主細胞内に多
数注入して自然免疫系を抑制し感染を確立
するが、病害抵抗性を示す植物は、特定のエ
フェクターを感知し、さらに強い防御反応(感
染部位のプログラム細胞死や抗菌物質の蓄
積、加水分解 酵素の分泌等)を誘導できる。
その防御反応には植物免疫ホルモンと呼ば
れるサリチル酸が重要であり、細胞から個体
レベルでの免疫機能発現を可能にする。免疫
機能に関与する多くの因子が明らかになっ
てきているが、遺伝学的手法を用いて単離さ
れた因子の機能推測によるものがほとんど
であり、植物免疫システムの活性化メカニズ
ムは依然として不明な部分が多い。 
 
２．研究の目的 
植物免疫および病原性に重要なタンパク質
とその複合体の同定、さらにその構造解析を
通して植物免疫システムの全容解明を目指
す。 
 
３．研究の方法 
これまでに本研究室で確立したゲノム、プロ
テオーム、ケミカルゲノミクス、そしてタン
パク質構造解析基盤を駆使し、植物免疫阻害
剤ターゲットの新規同定により植物免疫シ
ステムにおける新パラダイムの確立を目指
す。また生化学的機能が不明でかつ重要な植
物免疫関連タンパク質複合体の機能解析を
推し進める。 
 
４．研究成果 
植物の免疫を阻害する類似化合物を同定し、
さらに化合物の結合タンパク質を同定した。
このタンパク質の植物内大量精製法を確立
し、その高純度精製、結晶化に成功した。結
晶解析の結果、マンガンを含有し、糖鎖を持
つ６量体の構造を決定した。その他、免疫に
関与する新規タンパク質の同定とその詳細
解析によって、新規の免疫シグナルメカニズ
ムを解明した。病原体ゲノム解析としては、
炭疽病菌ゲノムの比較ゲノム解析から、エフ
ェクター候補遺伝子同定、および種特異的マ
ーカーの開発に成功した。また寄生植物のゲ
ノム、トランスクリプトーム解析から、スト
リゴラクトン受容体の同定の他、寄生におけ
るシグナル伝達解析、宿主植物の防御機構の
解明に至った。 
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